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1. 平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 189,640 △28.7 2,151 ― 1,519 ― 5,107 ―

22年3月期第3四半期 266,020 △11.8 △1,654 ― △2,036 ― △1,872 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 18.42 ―

22年3月期第3四半期 △6.75 ―  

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 344,063 119,435 34.6 429.62

22年3月期 414,393 116,599 28.0 417.92

(参考) 自己資本 23年3月期第3四半期 119,119百万円 22年3月期 115,884百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 4.00 4.00

23年3月期 ― ― ―

23年3月期(予想) 4.00 4.00

3. 平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 273,000 △31.2 2,700 ― 1,200 ― 700 ― 2.52



 

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処

理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。 

なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対

する四半期レビュー手続は終了しております。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したもの

であり、実際の業績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

なお、業績予想に関する事項については、四半期決算短信【添付資料】3ページ「連結業績予想に

関する定性的情報」をご覧ください。 

  

4. その他 （詳細は【添付資料】3ページ「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  ― 社 (  )        除外  ― 社 (  )

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期3Ｑ 277,957,513株 22年3月期 277,957,513株

② 期末自己株式数 23年3月期3Ｑ 691,129株 22年3月期 667,290株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Ｑ 277,280,965株 22年3月期3Ｑ 277,303,439株



  
  

   

 
(注) 当四半期における個別業績予想の修正有無 ： 無 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明 

(1) 平成22年５月14日に公表いたしました個別業績予想から修正は行っておりません。 

(2) 本資料に記載の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実

際の業績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

  

  

  

（参考）平成23年3月期の個別業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 268,000 △31.3 2,500 ― 1,000 ― 600 ― 2.16



  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 ………………………………………   2 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 ………………………………………………   2 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 ………………………………………………   2 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 ………………………………………………   3 

  

2. その他の情報 …………………………………………………………………………   3 

(1) 重要な子会社の異動の概要 ………………………………………………………   3 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ……………………………………   3 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ……………………………   4 

  

3. 四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………   5 

(1) 四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………   5 

(2) 四半期連結損益計算書 ……………………………………………………………   7 

(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………   9 

(4) 継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………  11 

(5) セグメント情報 ……………………………………………………………………  11 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………  12 

  

4. 補足情報 ………………………………………………………………………………  13 

(1) 個別業績の概況（参考） …………………………………………………………  13 

(2) 個別受注の概況（参考） …………………………………………………………  14 

  

  

○添付資料の目次

西松建設㈱　（1820）　平成23年３月期　第３四半期決算短信

1



当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国の経済成長や各種の経済政策効果などに支

えられ、一部企業の収益改善がみられるものの、デフレの影響や急激な為替変動リスクが存在し、厳し

い雇用情勢が続くなど先行き不透明な状況が続きました。 

建設業界におきましては、公共投資は縮減傾向が続いているため低調に推移し、民間設備投資は設備

過剰感が弱まっているものの依然低調に推移するなど、厳しい受注環境が続きました。 

このような状況の中で、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高につきまして

は、前年同期と比べ76,380百万円減少（28.7％減）の189,640百万円となり、利益面につきましては、

営業利益2,151百万円（前年同期は営業損失1,654百万円）、経常利益1,519百万円（前年同期は経常損

失2,036百万円）、四半期純利益5,107百万円（前年同期は四半期純損失1,872百万円）となりました。 

  

当第３四半期累計期間のセグメントの業績は、以下の通りであります。 

従来、事業の種類別セグメント情報は、「建設事業」「不動産事業等」に区分しておりましたが、

「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年3月27日）及び「セグ

メント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年3月21

日）の適用に伴い、第１四半期連結会計期間よりセグメント区分を「建設事業（土木）」「建設事業

（建築）」並びに「不動産事業等」に変更しております。 

なお、第１四半期連結会計期間よりセグメント区分を変更しているため、セグメント売上高およびセ

グメント利益につきましては、対前年同期との金額比較は記載しておりません。 

  

① 建設事業（土木） 

当セグメントの売上高は85,065百万円、セグメント利益は2,968百万円となりました。 

なお、当社単体における土木工事の受注高は、前年同期と比べ28,515百万円減少（52.1％減）の

26,169百万円となりました。 

② 建設事業（建築） 

当セグメントの売上高は96,421百万円、セグメント損失は555百万円となりました。 

なお、当社単体における建築工事の受注高は、前年同期比べ7,916百万円減少（7.5％減）の

97,862百万円となりました。 

③ 不動産事業等 

当セグメントは、主にグループ保有不動産の賃貸収入により構成されており、セグメントの売上

高は10,537百万円、セグメント利益は1,420百万円となりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、受取手形・完成工事未収入金等の減少や未成

工事支出金の減少等により、前連結会計年度末と比較して70,330百万円減少(17.0％減)の344,063百

万円となりました。 

負債につきましては、支払手形・工事未払金等の減少や未成工事受入金の減少、新株予約権付社債

の償還等により、前連結会計年度末と比較して73,165百万円減少（24.6％減）の224,628百万円とな

りました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

① 資産・負債・純資産の状況
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純資産につきましては、その他有価証券評価差額金が減少したものの利益剰余金が増加したこと等

により、前連結会計年度末と比較して2,835百万円増加（2.4％増）の119,435百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末と比較して6.6ポイント増加して34.6％となりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の四半期末残高は、前年同期と比べ

18,940百万円増加（45.3％増）し、60,734百万円となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が5,044百万円（前年同期は税

金等調整前四半期純損失1,945百万円）となり、仕入債務の減少や未成工事受入金の減少があったも

のの、売上債権の減少や未成工事支出金の減少等により、9,446百万円の資金増加（前年同期は

15,794百万円資金減少）となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得による支出があったものの、固定資産の売

却や貸付金の回収等により、2,409百万円（前年同期は15,851百万円）の資金増加となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、新株予約権付社債の償還等により、11,341百万円（前年同

期は21,992百万円）の資金減少となりました。 

  

一部建設事業における損失発生の懸念や不動産市況並びに株価の低迷による損失発生の懸念など業績

見通しの先行きが不透明なため、平成22年５月14日に公表しました業績予想に変更はございません。 

なお、今後業績予想の変更等が生じる場合には速やかにお知らせいたします。  

  

該当事項はありません。 

  

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を

見積り、簿価切下げを行う方法によっております。  

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将

来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

操業度等の季節的な変動に起因して発生した原価差異は、原価計算期間末までにほぼ解消が見

込まれるため、当該原価差異を流動資産として繰り延べております。 

  

② キャッシュ・フローの状況

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

 ① 簡便な会計処理

  （棚卸資産の収益性の低下による簿価切下げの方法）

  （繰延税金資産の回収可能性の判断）

 ② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

  （原価差異の繰延処理）
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「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び「資産除

去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を第

１四半期連結会計期間から適用しております。  

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益がそれぞれ9百万円減少し、税

金等調整前四半期純利益が87百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資

産除去債務の変動額は、189百万円であります。    

  「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、「連結財務諸表

に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究開発費等に係る会計

基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基

準」（企業会計基準第7号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準

第16号 平成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適

用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を第１四半期連結会計期間から適

用しております。  

  税金費用については、従来、連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用

しておりましたが、年度の税効果会計適用後の実効税率を合理的に算定することが困難となった

ため、第１四半期連結会計期間より、年度決算と同様の方法により税金費用を計算する方法を採

用しております。 

  なお、当該変更による影響額は、見積実効税率を合理的に見積ることができないため記載して

おりません。 

  

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

 ① 会計処理基準に関する事項の変更

  （「資産除去債務に関する会計基準」の適用）

  （「企業結合に関する会計基準」等の適用）

 ② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の変更

  （税金費用の計算）
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 61,068 61,496

受取手形・完成工事未収入金等 96,399 141,419

未成工事支出金 30,276 50,213

販売用不動産 9,139 9,117

不動産事業支出金 7,043 6,021

材料貯蔵品 504 223

繰延税金資産 30 31

その他 23,624 23,735

貸倒引当金 △1,922 △2,536

流動資産合計 226,165 289,722

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 25,367 25,233

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 1,039 1,262

土地 34,746 34,922

リース資産（純額） 189 83

建設仮勘定 255 210

有形固定資産計 61,598 61,711

無形固定資産 1,067 656

投資その他の資産

投資有価証券 49,119 52,934

長期貸付金 1,866 4,790

その他 12,915 13,214

貸倒引当金 △8,670 △8,636

投資その他の資産計 55,232 62,302

固定資産合計 117,898 124,670

資産合計 344,063 414,393

西松建設㈱　（1820）　平成23年３月期　第３四半期決算短信

5



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 77,337 106,744

短期借入金 48,472 42,805

未払法人税等 156 883

未成工事受入金 23,898 43,352

完成工事補償引当金 1,423 1,230

賞与引当金 121 288

工事損失引当金 3,924 3,329

不動産事業等損失引当金 1,356 1,333

早期退職者特別加算金等引当金 99 5,471

資産除去債務 11 －

預り金 18,348 21,215

その他 7,906 10,427

流動負債合計 183,054 237,080

固定負債

社債 1,200 －

新株予約権付社債 － 12,500

長期借入金 25,303 28,604

繰延税金負債 9,408 12,464

退職給付引当金 1,239 1,221

環境対策引当金 218 －

資産除去債務 192 －

その他 4,011 5,922

固定負債合計 41,573 60,713

負債合計 224,628 297,794

純資産の部

株主資本

資本金 23,513 23,513

資本剰余金 20,780 20,780

利益剰余金 67,614 62,474

自己株式 △226 △225

株主資本合計 111,682 106,542

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7,882 9,676

為替換算調整勘定 △445 △334

評価・換算差額等合計 7,436 9,341

少数株主持分 316 715

純資産合計 119,435 116,599

負債純資産合計 344,063 414,393

西松建設㈱　（1820）　平成23年３月期　第３四半期決算短信

6



(2) 四半期連結損益計算書

 （第３四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高

完成工事高 256,676 179,900

不動産事業等売上高 9,344 9,740

売上高合計 266,020 189,640

売上原価

完成工事原価 246,707 169,001

不動産事業等売上原価 6,258 7,596

売上原価合計 252,966 176,597

売上総利益

完成工事総利益 9,968 10,898

不動産事業等総利益 3,085 2,144

売上総利益合計 13,053 13,042

販売費及び一般管理費 14,708 10,891

営業利益又は営業損失（△） △1,654 2,151

営業外収益

受取利息 454 201

受取配当金 714 685

その他 359 286

営業外収益合計 1,528 1,173

営業外費用

支払利息 1,186 1,232

為替差損 86 91

その他 638 482

営業外費用合計 1,910 1,805

経常利益又は経常損失（△） △2,036 1,519

特別利益

前期損益修正益 89 474

固定資産売却益 171 2,140

投資有価証券売却益 3,075 18

貸倒引当金戻入額 － 860

受取保険金 － 622

特別利益合計 3,337 4,116
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年12月31日)

特別損失

前期損益修正損 6 10

固定資産売却損 74 23

投資有価証券評価損 90 123

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 77

環境対策引当金繰入額 － 218

デベロッパー関連損失 1,972 －

減損損失 804 －

和解金 250 －

その他 46 136

特別損失合計 3,246 590

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△1,945 5,044

法人税等 △800 △286

過年度法人税等 648 －

少数株主損益調整前四半期純利益 － 5,331

少数株主利益 79 224

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,872 5,107
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△1,945 5,044

減価償却費 1,583 1,352

減損損失 804 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 260 △859

工事損失引当金の増減額（△は減少） △18,056 595

不動産事業等損失引当金の増減額（△は減少） － 23

早期退職者特別加算金等引当金の増減額（△は
減少）

－ △5,371

退職給付引当金の増減額（△は減少） 525 21

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △36 －

環境対策引当金の増減額（△は減少） － 218

受取利息及び受取配当金 △1,169 △887

支払利息 1,186 1,232

投資有価証券売却損益（△は益） △3,075 38

固定資産売却損益（△は益） － △2,116

売上債権の増減額（△は増加） 12,054 45,010

未成工事支出金の増減額（△は増加） 52,904 19,936

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） 540 △927

その他の資産の増減額（△は増加） 11,113 1,866

仕入債務の増減額（△は減少） △22,293 △29,404

未成工事受入金の増減額（△は減少） △42,294 △19,453

その他の負債の増減額（△は減少） △6,827 △5,518

その他 88 413

小計 △14,634 11,213

利息及び配当金の受取額 1,044 857

利息の支払額 △1,200 △1,462

法人税等の支払額 △1,003 △1,161

営業活動によるキャッシュ・フロー △15,794 9,446

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △204 △167

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

5,645 331

有形及び無形固定資産の取得による支出 △791 △4,461

有形及び無形固定資産の売却による収入 636 4,840

貸付けによる支出 △106 △910

貸付金の回収による収入 428 1,953

定期預金の純増減額（△は増加） 303 327

長期預金の預入による支出 △56 △18

長期預金の解約による収入 10,000 150

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

－ △5

子会社株式の売却による収入 － 72

その他の支出 △186 △77

その他の収入 182 375

投資活動によるキャッシュ・フロー 15,851 2,409
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,365 △2,685

長期借入れによる収入 5,680 14,683

長期借入金の返済による支出 △1,992 △8,815

社債の発行による収入 － 1,200

新株予約権付社債の償還による支出 △22,500 △12,500

少数株主からの払込みによる収入 88 －

配当金の支払額 △1,108 △1,109

少数株主への配当金の支払額 － △603

その他 △795 △1,511

財務活動によるキャッシュ・フロー △21,992 △11,341

現金及び現金同等物に係る換算差額 △24 △613

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △21,959 △98

現金及び現金同等物の期首残高 63,753 60,835

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △2

現金及び現金同等物の四半期末残高 41,793 60,734
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該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 

(注) １ 事業区分の方法 

日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分しております。 

２ 各事業区分に属する主要な事業の内容 

建設事業  ：土木・建築その他建設工事全般に関する事業 

不動産事業等：不動産の販売、賃貸事業等に関する事業 

３ 会計処理基準等の変更 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

第１四半期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」を適用しております。この変更に伴い、従

来の方法に比較して、当第３四半期連結累計期間の建設事業の売上高が11,614百万円増加し、営業損失

が735百万円減少しております。 

  

  

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

   報告セグメントの決定方法 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。 

当社は、本社に土木施工本部、建築施工本部を置き、それぞれ国内及び海外の土木工事、建築工事

について包括的に管理を行って、事業活動を展開しております。また、これらの建設事業に付随する

形で不動産事業等を営んでおります。 

従って、当社は施工本部を基礎とした事業別のセグメントから構成されており、「建設事業（土

木）」、「建設事業（建築）」並びに「不動産事業等」の３つを報告セグメントとしております。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

建設事業 
(百万円)

不動産事業等
(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売 上 高

(1) 外部顧客に
対する売上高

256,676 9,344 266,020 ─ 266,020

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,207 1,106 2,313 (2,313) ─

計 257,883 10,451 268,334 (2,313) 266,020

営業利益又は営業損失(△) △3,457 1,899 △1,558 (96) △1,654

【セグメント情報】
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   各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類 

    建設事業（土木）：土木工事の請負に関する事業 

    建設事業（建築）：建築工事の請負に関する事業 

    不動産事業等  ：不動産の賃貸・販売、資材販売、資産管理等の事業 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

 
(注) １  セグメント利益の調整額△1,682百万円には、セグメント間取引消去△228百万円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,454百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。 

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  

該当事項はありません。 

  

(単位：百万円)

報告セグメント

合計
調整額 
(注)１

四半期連
結損益計 
算書計上 
額(注)２

建設事業 
（土木）

建設事業
（建築）

不動産事業等

売上高

  外部顧客への売上高 85,065 94,834 9,740 189,640 ― 189,640

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― 1,587 796 2,384 △2,384 ―

計 85,065 96,421 10,537 192,025 △2,384 189,640

セグメント利益 
又は損失（△）

2,968 △555 1,420 3,834 △1,682 2,151

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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※その他特記事項 

上記の個別業績の概況は、四半期財務諸表等規則及び建設業法施行規則に基づいて作成しております

が、法定開示におけるレビュー対象ではありません。 

4. 補足情報

(1) 個別業績の概況（参考）

 平成23年３月期第３四半期の個別業績（平成22年４月１日～平成22年12月31日）

 ① 個別経営成績(累計) (％表示は対前年同四半期増減率)

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第３四半期 188,140 △27.8 2,125 ─ 2,037 ─ 5,837 ─

22年３月期第３四半期 260,516 △9.8 △2,825 ─ △3,146 ─ △1,981 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円  銭 円  銭

23年３月期第３四半期 21.05 ─

22年３月期第３四半期 △7.15 ─

 ② 個別財政状態

総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円  銭 

23年３月期第３四半期 330,625 117,030 35.4 422.09

22年３月期 397,883 114,083 28.7 411.42

(参考) 自己資本 23年３月期第３四半期 117,030百万円    22年３月期 114,083百万円
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 ① 個別受注実績 

 
(注) パーセント表示は、対前年同四半期比増減率を示しております。 

  

 
  

 ② 個別受注予想 

 
(注) パーセント表示は、対前年同期比増減率を示しております。 

  

〔個別受注実績及び個別受注予想に関する定性的情報等〕 

 当第３四半期累計期間の個別受注実績は、前年同期と比較して、国内官公庁工事が37億円増加しました

が、国内民間工事が304億円、海外工事が97億円それぞれ減少したこと等により、全体としては345億円の

減少（前年同期比20.7％減）となりました。 

 なお、前回発表（平成22年５月14日）の個別受注予想に変更はございません。 

 上記の受注予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際

の受注実績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

(2) 個別受注の概況（参考）

受 注 高

百万円 ％

23年３月期第３四半期累計期間 132,157 △20.7

22年３月期第３四半期累計期間 166,690 △14.4

（参考）受注実績内訳 （単位：百万円）

区    分

前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

比 較 増 減(自 平成21年４月１日 (自 平成22年４月１日

至 平成21年12月31日) 至 平成22年12月31日)

金  額
構成比
(％)

金  額
構成比
(％)

金  額
増減率
(％)

建 
  
  

設 
  
  

事 
  
  

業

土 
  
  
木

国内官公庁 30,902 18.5 17,341 13.1 △13,560 △43.9

国内民間 12,811 7.7 7,567 5.7 △5,244 △40.9

海  外 10,970 6.6 1,259 1.0 △9,710 △88.5

計 54,685 32.8 26,169 19.8 △28,515 △52.1

建 
  
  
築

国内官公庁 6,274 3.8 23,573 17.9 17,299 275.7

国内民間 99,129 59.5 73,905 55.9 △25,223 △25.4

海  外 375 0.2 383 0.3 7 2.0

計 105,779 63.5 97,862 74.1 △7,916 △7.5

合 
  
  
計

国内官公庁 37,177 22.3 40,915 31.0 3,738 10.1

国内民間 111,941 67.2 81,473 61.6 △30,468 △27.2

海  外 11,346 6.8 1,642 1.3 △9,703 △85.5

計 160,464 96.3 124,031 93.9 △36,432 △22.7

不 動 産 事 業 等 6,226 3.7 8,125 6.1 1,899 30.5

計 166,690 100.0 132,157 100.0 △34,533 △20.7

通  期

百万円 ％

23年３月期予想 246,000 △5.0

22年３月期実績 258,888 △6.4
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